
環境政策課からのお知らせ

未来創造・交通政策課からのお知らせ

問い合わせ 市民生活部　環境政策課　☎0920（53）6111
　

問い合わせ しまづくり戦略本部　未来創造・交通政策課　☎0920（53）6111
　

対馬市地域公共交通活性化協議会及び
対馬市地域交通検討委員会委員を募集します

○委員の任務　新たな公共交通網の構築に向けた検討・審議 
　　　　　　　　（年5回程度開催） 
○委員の任期　平成26年5月下旬～平成28年3月31日 
○委員の報酬等　対馬市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例により支給 
○募 集 人 数　2名 
○応 募 資 格　①地域公共交通に興味や関心がある方で、新たな公共交通網の構築に協力いただける方
　　　　　　　　②本市に住所を有し居住している20歳以上の方 
　　　　　　　　③平日の昼間に開催する協議会に出席できる方 
○応 募 方 法　未来創造・交通政策課、各地域振興課、各行政サービスセンターに用意してある申込
　　　　　　　　書に必要事項を記入のうえ、郵送・FAX・持参にて応募してください。
○応 募 期 限　平成26年5月9日（金） 
○応　募　先　しまづくり戦略本部　未来創造・交通政策課
　　　　　　　　〒817-8510　対馬市厳原町国分1441
　　　　　　　　FAX 0920（53）6112

地球に優しい対馬であるために
～低炭素機器等導入費補助制度をご活用ください～

○申 請 締 切　平成26年9月30日（火）まで
○対　象　者　平成26年4月1日以降に工事等の契約を行い、補助金交付要綱に定める補助要件を満
　　　　　　　　たした方が対象（1世帯又は1法人　1回限り）
○補 助 率 等　住宅用太陽光及び事業所用太陽光…………1kWあたり3.5万円　上限17.5万円
　　　　　　　　　※10kW未満で固定価格買取制度に基づく設備認定を受けたものに限ります。
　　　　　　　　事業所用LED照明設備………………………補助対象経費の2分の1　上限50万円
　　　　　　　　事業所用高日射反射率塗装…………………補助対象経費の4分の1　上限20万円
　　　　　　　　事業所用薪・ペレットストーブ……………補助対象経費の3分の1　上限20万円

暑い夏の準備は“今”から！
～緑のカーテン推進補助制度をご活用ください～

○申 請 締 切　平成26年9月30日（火）まで
○対 象 経 費　つる性植物の苗や種・土・プランター・ネット・支柱
○対　象　者　平成26年4月1日以降に上記対象経費を購入された方で、下記要件を満たした方が対
　　　　　　　　象になります。
　　　　　　　　・本市に住所を有し、市内にある住宅に緑のカーテンを設置するもの
　　　　　　　　・市税等を滞納していないこと
○補 助 金 額　補助対象経費の2分の1とし、3,000円を限度
　　　　　　　　（1世帯につき、1回まで）
○募 集 件 数　約50件を予定
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あなたの地域づくりへの想い、応援します !
　市民参画や協働による人・まちづくりを推進するため、地区・NPO等が自ら考え実践する人づくり・
地域づくり事業に対し支援する制度をご紹介します。

　長崎県地域の元気づくり支援交付金（平成24年度から平成26年度まで交付予定）を活用して実施す
る事業で、その内容は以下のとおりです。
○補助対象者　地区　※ただし、以前に本事業による支援を受けた地区については効果の高い事業であ
　　　　　　　　　　　る必要があります。
○事業の内容　地域が一体となって自発的に地域課題の解決に取り組み、地域コミュニティの活性化を
　　　　　　　図ることを目的とした新規性、継続性のある事業
○補助金の額　承認事業費から特定財源（※）を差し引いた額の全額とし、40万円が上限です。
○採択予定件数　7件程度
○募 集 締 切　平成26年5月30日（金）

※特定財源とは、その事業を行うことによって得られる収入のことをいいます。
※備品購入費については、補助率が異なります。

【地域資源活用促進事業】
　地区の自然を活かしたイベントなど、地区住民の交流推進
活動を支援し、地域の活性化を図る事業
【地域コミュニティ強化事業】
　地区に伝わる風習・祭などの伝統行事や地区住民のコミュ
ニティ活動を支援し、地域の連帯意識の高揚を図る事業及び
世代間のふれあいを促進する事業
【地域形成事業】
　地域内の後継者・担い手対策に取り組む事業、地域内の施
設整備事業、地域内公共施設などの環境美化活動

　承認事業費から特定財源（※）
を差し引いた額の全額とし、100
万円が上限です。

　市民が自ら考え、自ら実践す
る人づくり・地域づくり事業で
あれば特段の制約はありません。

【地域づくり計画に基づき実施するもの】
　承認事業費から特定財源（※）を差し引いた額の9/10を乗
じた額以内とし、50万円が上限です。
【上記以外のもの】
　承認事業費から特定財源（※）を差し引いた額の3/4を乗
じた額以内とし、50万円が上限です。

NPO・ボランティア団体等 小・中学校区、地区等

事業の内容

補助対象者

市民特認事業 認　可　事　業　区　分　

補助金の額

募 集 締 切 平成26年5月30日（金）

1．対馬市「わがまち元気創出」支援事業

2．対馬市地域づくり応援事業

平成26年度から個人市県民税の均等割が引き上げられます

問い合わせ 市民生活部　税務課　☎0920（53）6111

　東日本大震災からの復興に関し全国的に実施する防災施策に必要な財源を確保するため、平成26年
度から平成35年度の10年間に限り均等割が引き上げられます。
　税額引き上げによる増収分は、地方公共団体が実施する防災費用に充てられます。
平成25年度まで　
市民税：3,000円　県民税：1,500円
平成26年度～平成35年度の10年間
市民税：3,500円　県民税：2,000円

税務課からお知らせ

市民協働・自然共生課からのお知らせ

問い合わせ 総合政策部　市民協働・自然共生課　☎0920（53）6111　
または、各振興部　地域振興課・各行政サービスセンター
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健康増進課からのお知らせ

問い合わせ 保健部　健康増進課　☎0920（58）1116
南福祉保健センター　☎0920（52）4888　北福祉保健センター　☎0920（84）2313

　

年に1度は婦人がん検診を受けましょう!

　子宮頸がんはこの20年間に低年齢化が急速に進んでおり、他のがんに比べて30歳未満の発症者が増
えています。
　乳がんにおいても女性の20人に1人の割合でかかるとされており、40歳から50歳代がピークとなって
います。
　年に1度の婦人がん検診を受けましょう。

子宮がん検診

乳がん検診

1

2

子宮頸部細胞診・医師が必要と
認めたものには子宮体部細胞診
マンモグラフィ検査（1方向）

マンモグラフィ検査（2方向）

乳房超音波検査

対馬市に住所を有する20歳以上の女性の方

対馬市に住所を有する50歳以上の方で年齢
の下一桁が偶数の女性の方
対馬市に住所を有する40歳・42歳・44歳
46歳・48歳の女性の方

対馬市に住所を有する40歳以上の女性の方

1,000円

1,200円

1,800円

　800円

検診の種類 検診内容 対象者（年度末年齢） 料金

婦人がん検診の内容・対象者及び料金

日　程町

※申込みは不要です。　※当日持ってくるもの：保険証、検診料金

午　前

会　場 受付時間 会　場 受付時間

午　後

5月 8 日 木 豆酘小学校体育館 8：30～  9：30 久根へき地保健福祉館 14：00～15：00

5月 9 日 金 健康管理センター 8：00～10：00 健康管理センター 13：30～15：00

5月10日 土 健康管理センター 8：00～10：00 健康管理センター 13：30～15：00

5月11日 日 健康管理センター 8：00～10：00 金田小学校体育館 14：00～15：00

5月16日 金 峰地区公民館 8：00～  9：30 中対馬開発総合センター 13：00～14：30

5月17日 土 豊玉町保健センター 8：00～  9：30 豊玉町保健センター 13：30～15：00

5月18日 日 豊玉町保健センター 8：00～  9：30 豊玉町保健センター 13：30～15：00

5月19日 月 上対馬地域福祉センター 8：30～10：00 上対馬地域福祉センター 13：30～15：00

5月20日 火 一重地区集会施設 9：00～10：30 上県町地域福祉センター 13：30～15：00

5月21日 水 上県町ふれあいプラザ 9：00～10：30 仁田コミュニティセンター 13：30～15：00

上
　
県

上
対
馬

厳
　
　
原

峰

豊
玉

5月12日 月 対馬市総合福祉センター（美津島保健センター）

対馬市総合福祉センター（美津島保健センター）

8：00～  9：30 対馬市総合福祉センター（美津島保健センター） 13：30～15：00

5月13日 火 8：00～  9：30 対馬市総合福祉センター（美津島保健センター） 13：30～15：00

美
津
島

婦人がん検診日程表

※エコー検査は必須です

※エコー検査は必須です

保健部　健康増進課　☎0920（58）1116問い合わせ

「たばこの害から身を守ろう！」
　○職場や家庭で吸えない環境をつくろう（分煙をすすめよう）
　○吸う人は吸わない人へ配慮しよう
　○禁煙にチャレンジしよう

健康つしま21計画　ひと言健康メモ
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狩猟免許試験・狩猟免許更新講習会を行います

問い合わせ 農林水産部　農林・しいたけ課　有害鳥獣対策室　　☎0920（53）6111
対馬振興局　農業振興普及課　　　　　　　　　　　☎0920（52）4011
対馬猟友会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎0920（54）5006
　

有害鳥獣対策室からお知らせ

【狩猟免許試験】
　○試験種目　網猟（網）・わな猟（わな）・第1種銃猟（装薬銃）・第2種銃猟（空気銃）
　○受験資格　20歳以上で覚醒剤等の中毒者でない方、狩猟免許の取消等の処分を受けた場合は、処
　　　　　　　分を受けてから3年を経過している方
　○受付期間　平成26年5月7日（水）～6月6日（金）
　○試験科目　知識試験・適性試験（視力・聴力・運動能力）
　○提出書類　①狩猟免許申請書　②医師の診断書　③証明写真1枚
　　　　　　　④住民票又は運転免許証のコピー　⑤82円切手を貼った返信用封筒
　○１次試験　6月26日（木）　峰地区公民館
　　　　　　　※網猟（網）・わな猟（わな）免許の２次試験は同日
　○２次試験　（銃猟１次試験合格者のみ）7月10日　対馬振興局

【狩猟免許更新講習会】
　○対 象 者　狩猟免許の有効期間が平成26年9月14日で満了となる方
　○実 施 日　7月8日（火）　上県地区公民館
　　　　　　　7月9日（水）　対馬市交流センター
　○受付期間　上県地区公民館開催分：平成26年6月2日（月）～6月24日（火）
　　　　　　　対馬市交流センター開催分：平成26年6月2日（月）～6月25日（水）
　○提出書類　①狩猟免許更新申請書　②医師の診断書　③証明写真１枚
　　　　　　　④82円切手を貼った返信用封筒

地域防災のリーダー：消防団長が交代しました

問い合わせ 消防本部　☎0920（52）0119

　

消防本部からお知らせ

　3月31日付けをもって、宮﨑義則前団長が退任されました。宮﨑
さんは平成20年4月1日より6年間にわたり、1,600名を超える対
馬市消防団のリーダーとして、安心・安全な地域づくりに尽力され
ました。長年にわたる活動、お疲れ様でした。

　4月1日付けで、小西明範新団長
が就任されました。小西さんは、
昭和51年4月に、旧峰町消防団第
４分団（吉田）に入団され、平成

16年4月1日～平成24年3月31日は副団長、平成24年4月1日～
平成26年3月31日は筆頭副団長として、活躍されてきました。

　市民皆様が安心・安全な生活を送れるよう、職務に精励
する所存です。消防団へのご理解とご協力をよろしくお願
いいたします。
　　　　　　　　　　　対馬市消防団長　小西 明範

こ に し と し の り

2014. 4 14

宮﨑 義則　前団長

小西 明範　新団長



年金コーナー年金コーナー
国民年金の保険料

【問い合わせ】
　日本年金機構長崎北年金事務所　☎095（861）1582

○日時 5月14日（水）13：30～17：00
　場所 美津島行政サービスセンター
　別館会議室
○日時 5月15日（木）  9：00～17：00
　場所 対馬市役所　別館会議室

★年金相談は予約制です。
★予約受付期限 5月9日まで

《長崎北年金事務所の出張年金相談》

予約先 ☎095（861）1387

　平成26年度の国民年金保険料額は、月額15,250円です。
　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用になれます。
　口座振替をご利用いただくと、保険料が自動的に引き落とされるので金融機関などに行く手間が省け
るうえ、納め忘れもなく、とても便利です。
　また、口座振替には、早割制度や6ヶ月前納・1年度前納・2年度前納もあり大変お得です。

【相談事例】
　インターネット通販でブランド物のキーケースを注文し、外国人名義の銀行口座へお金を振り込んだ
が、商品が届かない。サイトの会社概要には、代表者が日本人名で住所や電話番号も記載してあり、支
払い方法も代引き配達など選択ができたので信用した。注文後に「銀行口座への前払い」の指示があり、
少し迷ったが振り込んだ。しかし、商品は届かずメールで問い合わせても返信がない。電話をしてもつ
ながらなかった。

【アドバイス】
　この場合、商品を受け取ることは極めて難しく、残念ながら返金も望めないと思われます。昨年4月
から11月までの間に、全国の消費生活センターに寄せられた通販の前払いに関する相談件数は4,165
件にのぼります。支払額は5万円未満、振込先口座が個人名義でさらに外国人名義というケースが大半
のようです。以下のような場合は要注意です！十分気を付けてください。

国民年金学生納付特例制度のご案内
　20歳以上の方は、学生であっても国民年金に加入しなければなりません。
　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の
納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。
　対象となる方は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修 
学校及び各種学校（修業年限1年以上である課程）に在学する学生等で本人の前年所得が次の計算式で 
計算した金額以下であることが条件です。

　学生納付特例の承認期間は4月から翌年3月までとなり
ますが、承認を受けた次の年度も在学予定である場合、4
月始めに再申請の用紙が送られてきますので、引き続き学
生納付特例制度をご希望の場合は、必要事項を記入の上ご
返送ください。
　詳しくは、年金事務所へお問い合わせください。
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〈所得のめやす〉 118万円 ＋｛扶養親族等の数×38万円｝

要チェック！ 消費者トラブルに巻き込まれる前に

～消費者トラブルに関する事例やアドバイスをご紹介します～

・ブランド品が極端に安く、日本語表現が不自然
・クレジット払い可となっていたのに、銀行振込に変更するよう依頼がある
・振込先が会社名でなく外国人の個人名義である

『 インターネット通販の前払いで商品が届かない 』

対馬振興局別館 3階
☎0920（52）8322
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早
く
仕
事
を
覚
え
る
こ
と
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

脇本 あいら 36歳

わきもと

比田勝保育所
　

笑
顔
を
忘
れ
ず
、子
ど
も
達
や
保
護

者
か
ら
信
頼
さ
れ
る
職
員
に
な
り
ま

す
。

小宮 千代 36歳

こ み や 　 ち よ

厳原幼稚園
　

真
新
し
い
園
舎
に
子
ど
も
達
の
笑

顔
や
歓
声
が
た
く
さ
ん
広
が
る
よ
う
、

日
々
の
保
育
を
大
切
に
す
る
と
と
も

に
、幼
稚
園
と
家
庭
が
両
輪
と
な
り
、

地
域
に
開
か
れ
た
幼
児
教
育
の
発
展

に
尽
力
し
ま
す
。

　

真
新
し
い
園
舎
に
子
ど
も
達
の
笑

顔
や
歓
声
が
た
く
さ
ん
広
が
る
よ
う
、

日
々
の
保
育
を
大
切
に
す
る
と
と
も

に
、幼
稚
園
と
家
庭
が
両
輪
と
な
り
、

地
域
に
開
か
れ
た
幼
児
教
育
の
発
展

に
尽
力
し
ま
す
。

小島 沙羅 20歳

こ じ ま 　 さ　ら

雞知保育所
　

子
ど
も
、保
護
者
の
方
々
と
接
す
る

こ
と
を
通
し
て
自
分
自
身
も
成
長
し

て
い
け
る
よ
う
日
々
努
力
し
ま
す
。

阿比留 希 26歳

あ び る のぞみ

雞知保育所
　

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
と
し
っ
か
り

向
き
合
い
、子
ど
も
に
合
わ
せ
た
保
育

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
と
し
っ
か
り

向
き
合
い
、子
ど
も
に
合
わ
せ
た
保
育

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

脇本 麗絵 31歳

わきもと 　 り　え

鶏鳴幼稚園
　

こ
れ
か
ら
出
会
う
た
く
さ
ん
の
縁

を
大
切
に
し
、子
ど
も
達
が「
あ
り
が

と
う
」を
素
直
に
言
え
る
よ
う
な
心
の

通
っ
た
教
育
を
目
指
し
ま
す
。

細川 夏樹 57歳

ほそかわ　なつ　き

福祉部　理事
（監査指導室兼務）

　

市
民
の
皆
様
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。休
日
は
対
馬
の
豊

か
な
自
然
に
触
れ
る
た
め
、島
内

を
回
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

初心を忘れず頑張ります。
よろしくお願いいたします。

　

市
民
の
事
を
第
一
に
考
え
、責
任
感

の
あ
る
職
員
に
な
り
ま
す
。

　

笑
顔
を
忘
れ
ず
、子
ど
も
達
や
保
護

者
か
ら
信
頼
さ
れ
る
職
員
に
な
り
ま

す
。

　

子
ど
も
、保
護
者
の
方
々
と
接
す
る

こ
と
を
通
し
て
自
分
自
身
も
成
長
し

て
い
け
る
よ
う
日
々
努
力
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
出
会
う
た
く
さ
ん
の
縁

を
大
切
に
し
、子
ど
も
達
が「
あ
り
が

と
う
」を
素
直
に
言
え
る
よ
う
な
心
の

通
っ
た
教
育
を
目
指
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。休
日
は
対
馬
の
豊

か
な
自
然
に
触
れ
る
た
め
、島
内

を
回
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

長
崎
県
か
ら
派
遣
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伊藤 靖延 35歳

い  とう  やすのぶ

消防署　総務課
　

常
に
訓
練
に
励
み
、知
識
を
高
め
、

い
か
な
る
時
で
も
冷
静
に
行
動
し
ま

す
。対
馬
市
民
を
愛
し
、対
馬
市
民
に

愛
さ
れ
る
消
防
職
員
に
な
り
ま
す
。

齊藤 毅 32歳

さいとう  つよし

消防本部　総務課
　

日
頃
か
ら
危
機
感
を
持
っ
て
訓
練

に
取
り
組
み
、い
ざ
と
言
う
時
で
も
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
安
心
し
て
頼
ら
れ

る
消
防
士
に
な
り
ま
す
。

野田 和徳 32歳

の  だ  かずのり

消防署　警防課
　

一
人
で
も
多
く
の
人
の
命
を
救
い

た
い
と
い
う
強
い
使
命
感
を
常
に
持

ち
続
け
、消
防
業
務
に
励
み
、知
識
と

技
術
を
身
に
付
け
て
い
き
自
分
自
身

の
向
上
に
務
め
て
い
き
ま
す
。

石掛 友喜 25歳

いしかけ ともよし

消防本部　総務課
　

職
務
に
従
事
し
、責
任
感
と
正
義
感

の
あ
る
消
防
士
に
な
り
ま
す
。

松井 晋 25歳

まつ  い     しん

消防署　警防課
　

対
馬
市
の
イ
ベ
ン
ト
や
救
命
講
習

等
を
通
し
て
、市
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、地
域
に
密
着
で

き
る
職
員
に
な
り
ま
す
。

益永 智寛 23歳

ますなが  ともひろ

消防本部　総務課
　

地
域
住
民
の
方
々
に
頼
っ
て
も
ら

え
る
責
任
感
の
強
い
消
防
士
に
な
り

ま
す
。人
を
助
け
る
と
い
う
強
い
信
念

を
持
ち
続
け
、日
々
精
進
し
ま
す
。

福井 友和 20歳

ふ く い  ともかず

消防署　予防課
　

市
民
の
方
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
し
ま
す
。技
術
・
知
識

を
身
に
付
け
一
人
で
も
多
く
の
人
を

助
け
る
こ
と
の
で
き
る
消
防
官
に
な

り
ま
す
。

高嶋友理恵 19歳

たかしま  ゆ   り   え

消防署　総務課
　

初
め
て
の
事
ば
か
り
で
分
か
ら
な

い
事
も
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
が
、先
輩

方
の
姿
を
よ
く
見
て
積
極
的
に
色
々

な
仕
事
を
早
く
覚
え
、体
力
面
、精
神

面
共
に
た
く
ま
し
い
女
消
防
職
員
に

な
り
ま
す
。

小田 隆輝 18歳

お だ  たかてる

消防本部　総務課
　

消
防
に
必
要
な
知
識
や
技
術
を
多

く
身
に
つ
け
、現
場
で
的
確
で
冷
静
か

つ
迅
速
な
判
断
が
で
き
、人
を
救
え
る

よ
う
な
立
派
な
消
防
士
を
目
指
し
ま

す
。

西岡 順平 39歳

にしおか  じゅんぺい

しまづくり戦略本部
未来創造・交通政策課　主幹

　

対
馬
の
み
な
さ
ん
の
た
め
に

何
か
ひ
と
つ
で
も
お
役
に
立
て

る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。

伊藤 鋼平 26歳

い と う  こうへい

農林水産部　水産課　専門官

　

対
馬
を
知
り
尽
く
す
く
ら
い

色
々
見
て
回
り
ま
す
。仕
事
の
面

で
は
早
く
な
じ
ん
で
対
馬
の
皆

様
に
気
軽
に
相
談
さ
れ
る
よ
う

な
関
係
を
作
り
ま
す
。

　

対
馬
を
知
り
尽
く
す
く
ら
い

色
々
見
て
回
り
ま
す
。仕
事
の
面

で
は
早
く
な
じ
ん
で
対
馬
の
皆

様
に
気
軽
に
相
談
さ
れ
る
よ
う

な
関
係
を
作
り
ま
す
。

　

常
に
訓
練
に
励
み
、知
識
を
高
め
、

い
か
な
る
時
で
も
冷
静
に
行
動
し
ま

す
。対
馬
市
民
を
愛
し
、対
馬
市
民
に

愛
さ
れ
る
消
防
職
員
に
な
り
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
危
機
感
を
持
っ
て
訓
練

に
取
り
組
み
、い
ざ
と
言
う
時
で
も
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
安
心
し
て
頼
ら
れ

る
消
防
士
に
な
り
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
人
の
命
を
救
い

た
い
と
い
う
強
い
使
命
感
を
常
に
持

ち
続
け
、消
防
業
務
に
励
み
、知
識
と

技
術
を
身
に
付
け
て
い
き
自
分
自
身

の
向
上
に
務
め
て
い
き
ま
す
。

　

職
務
に
従
事
し
、責
任
感
と
正
義
感

の
あ
る
消
防
士
に
な
り
ま
す
。

　

対
馬
市
の
イ
ベ
ン
ト
や
救
命
講
習

等
を
通
し
て
、市
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、地
域
に
密
着
で

き
る
職
員
に
な
り
ま
す
。

　

地
域
住
民
の
方
々
に
頼
っ
て
も
ら

え
る
責
任
感
の
強
い
消
防
士
に
な
り

ま
す
。人
を
助
け
る
と
い
う
強
い
信
念

を
持
ち
続
け
、日
々
精
進
し
ま
す
。

　

市
民
の
方
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
し
ま
す
。技
術
・
知
識

を
身
に
付
け
一
人
で
も
多
く
の
人
を

助
け
る
こ
と
の
で
き
る
消
防
官
に
な

り
ま
す
。

　

初
め
て
の
事
ば
か
り
で
分
か
ら
な

い
事
も
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
が
、先
輩

方
の
姿
を
よ
く
見
て
積
極
的
に
色
々

な
仕
事
を
早
く
覚
え
、体
力
面
、精
神

面
共
に
た
く
ま
し
い
女
消
防
職
員
に

な
り
ま
す
。

　

消
防
に
必
要
な
知
識
や
技
術
を
多

く
身
に
つ
け
、現
場
で
的
確
で
冷
静
か

つ
迅
速
な
判
断
が
で
き
、人
を
救
え
る

よ
う
な
立
派
な
消
防
士
を
目
指
し
ま

す
。

　

対
馬
の
み
な
さ
ん
の
た
め
に

何
か
ひ
と
つ
で
も
お
役
に
立
て

る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。

長
崎
県
か
ら
派
遣

水
産
庁
か
ら
派
遣


